
５
月
30

日

（
木
）
に
本

校
体
育
館
で

生
徒
総
会
が

行
わ
れ
、
昨

年
度
の
生
徒

会
予
算
の
決

算
報
告
、
本

年
度
活
動
方

針
、
予
算
案

等
の
議
題
を

順
調
に
審
議

し
終
了
し
た
。

委
員
会
の
委

員
長
か
ら
各

部
・
同
好
会

の
代
表
者
か

ら
の
報
告
が

壇
上
か
ら
あ

り
全
校
生
徒

が
静
か
に
聞

き
入
っ
て
い

た
。
特
に
多

額
の
生
徒
会

予
算
の
使
い

道
を
こ
の
時

ば
か
り
は
意

識
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。

ま
た
先
日
、

文
化
祭
実
行
委
員
会
発
行

の
『
流
星
通
信
』
第
３
号

（
６
月
13
日
付
）
が
発
行

さ
れ
、
星
華
祭
の
テ
ー
マ

募
集
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

各
ク
ラ
ス
で
の
話
し
合
い

も
進
み
、
企
画
書
の
提
出

か
ら
決
定
へ
向
か
っ
て
い

る
。
文
化
部
の
発
表
の
機

会
で
も
あ
り
、
ク
ラ
ス
ご
と
一
致
団

結
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。

『
高
校
生
活
を
楽
し
く
す
る
の
も
あ

な
た
方
自
身
と
取
組
次
第
で
あ
る
』

と
実
習
生
の
先
輩
も
語
っ
て
い
た
。

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
６

月
16
日
（
日
）
行
わ
れ
た
千
葉
県
高

校
総
合
体
育
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
大
会
に
お
い
て
、
53
kg
優
勝
２
年

２
組
小
宮
洋
平
く
ん
、
同
級
２
位
２

年
７
組
川
名
真
聖
く
ん
、
56
kg
級
優

勝
３
年
２
組
森
貞
瑛
仁
く
ん
、
77
kg

級
２
位
２
年
３
組
岡
田
翔
く
ん
そ
れ

ぞ
れ
が
入
賞
し
た
。
56
kg
級
森
貞
く

ん
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
基
準
記
録
を
大

き
く
上
回
り
、
８
月
２
日
か
ら
長
崎

県
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会
に
出
場
す
る
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
６
月
15
・

16
日
に
高
校
総
体
県
予
選
が
あ
り
、

１
回
戦
君
津
高
校
、
２
回
戦
磯
辺
高

校
と
打
ち
破
り
３
回
戦
で
強
豪
市
立

船
橋
に
敗
退
し
ベ
ス
ト
32
と
健
闘
し

た
。男

子
テ
ニ
ス
部
は
高
校
総
体
県
予

選
で
、
佐
倉
高
校
に
敗
れ
、
県
ベ
ス

ト
32
で
惜
し
く
も
終
わ
っ
た
。

第３７号 す ば る 新 聞 平成２５年６月２８日

一方向でなく、双方向の生徒会活動を目指す（活動方針より）

教育実習終了６月４日
（火）から３週間、教育実習が行われ

た。本年度３名の卒業生がそれぞれの

教科・学年に入って指導担当者のもと

で、授業等を担当した。実習を終え、

後輩達へ一言語ってもらいました。

新舘輝之さん（音楽・２年１組）「昴

高校全体がとても暖かい雰囲気の中、

先生方が生徒の皆さんをとても大事に

していることに感動しました。これは

私が現役の頃から変わっていません。

とても素晴らしいことだと思います。3

年生は進路等で悩んだりすることがあ

りますが、一人で悩まず親や先生方に

どんどん相談することが大事です。先

生方が皆さんを良い方向に導いてくれ

ます。頑張ってください。」

高田 拓さん（生物・３年２組）「実

習は少し大変でしたが、得るものが多

数ありました。努力して何かを得られ

るときの達成感は、何ものにも勝るほ

ど心地よいものです。皆さんも試しに

全力で何かに取り組んでみてください。」

瀬下彩貴さん（地理歴史・１年１組））

「たった３年間しかない高校生活を楽

しくできるかは自分次第です！悔いの

ない学生生活を過ごしてください！ま

た夢や目標を作ってください！夢は
願えば必ず叶います！」

生
徒
総
会

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

森
貞
君

全
国
大
会
へ

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

県
大
会
ベ
ス
ト
32

男
子
テ
ニ
ス
部
団
体
戦

県
大
会
ベ
ス
ト
32

６月19日（火）第１回開かれた学校づ
くり委員会が本校応接室で開催された。
９名の方々に県教育委員会からの委嘱状を

渡し、授業参観、意見交換などを行った。

「少人数のALTとの英語の授業は世
界に目を向ける良い機会である。英
語の学習は目的ではなく手段の一つ
です。」と、これは英語の授業を見た五井
平和財団事務局の中山樹委員の感想です。

壇上で生徒会執行部が進行

森貞君,ジャーク成功！

お互いのかけ声が大事！
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